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　国は、平成 11 年６月に施行された『男女共同参画社会基本
法』の理解と関心を深めるため、毎年６月 23 日から 29 日ま
でを『男女共同参画週間』と定めています。
　今年度のキャッチフレーズは、『紅一点じゃ、足りない。』で
す。これは、女性がさまざまな分野で活躍することにより、日
本が元気になることが伝わるようなキャッチフレーズとして
公募で選ばれました。今後は、この週間中の取り組みなどを機
に、女性の活躍や飛躍により、日本経済の再生が図られること
が期待されています。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれ
の個性と能力を発揮できる『男女共同参画社会』を実現するた
めには、国や市だけでなく、皆さん一人ひとりの取り組みが必
要です。
　市では、皆さんの協力を得ながら、３月に『伊万里市男女協
働参画基本計画・ＤＶ被害者支援基本計画“あなたとわたしの
きらめきプランⅢ”』を策定しました。その中で、市政方針な
ど市の重要なことを決める場である審議会などにおいて、女性
が占める割合を平成 29 年度までに 40 ㌫とする目標を設定し
ています。市が 23 年度に行った市民アンケート結果では、女
性の参画が少ない理由として、40 ㌫の市民が『男性中心の組
織運営』、『女性自身の積極性が不十分』と答えています。また、

『家庭・職場・地域において女性差別等の意識がある』といっ
た答えも 35 ㌫ありました。女性が活躍する社会づくりのため
には、男女両方の意識を変えていくことが必要です。私たちの
まわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えて
みましょう。

６月 23 日（日）～ 29 日（土）は

『紅一点じゃ、足りない。』

『男女共同参画週間』です
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分
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し
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海原純子さん 


